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　建築と時間については学生の頃から考えていたテーマです。幼い知識
で考えていたことを、建築を実践する中で、物の組み立てやディテール
に見出そうとしたり、都市や景観に拡大したり、ひとつひとつ当てはめ
ていこうとしています。
　建築は実践の場であり、建築は人の暮らしと共にある実学です。わた
しは研究者でも哲学者でもありませんから、論理的に美しくまとまるこ
とはないはずだし、そのようにまとめる能力もありません。現実はいつ
も混乱の中にあります。したがって、この大テーマは答えの出ぬままに
抱えて最後まで行くのでしょう。しかし、この問題を脇に置いてしまう
と、社会的な枠組みの中で作られる建築は、とたんに資本主義経済に呑
み込まれてしまうのも確かなことです。だから、日常を支えている建築
的思考から切り離せないのです。
　建築が独自の価値を形成することが可能だとすれば、それは時間とい
う価値を親しい友として内包しているはずです。わたし自身が、解決が
つかないまま、また、無理に解決をつけようとしないまま、近くに居る
友として考えているこの時間について、機会を見つけては文章にしよう
としています。建築を志す多くの同志たちと少しでも意識を共有したい
からです。
　どのみち自分だけでは生きているあいだにスッキリとした答えは見い
だせないでしょう。でも、絶望しているわけではありません。大切なこ
とほどそんなものだ、とも思っているからです。多くの建築家が時間と
いう価値に向き合うようになれば、それはこの国の建築文化の新たなス
テージになるはずです。その時、建築は新たな未来を切り開くことが出
来ると信じています。
　思いがけず建築と時間に関する拙文に賞をいただくことになり、たい
へん光栄に思っています。
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　私は昭和47年から50年にかけて横尾研究室に在籍しましたが、当時
の横尾先生の関心は既に力感論を離れ、その後の講演でも歴史や心理、
生物といったテーマが多く、先生から力感論を直接にお聞きした記憶は
残念ながらありません。
　私と力感論との出会いは、昭和53年の横尾先生退官記念出版の建築
構造随想におさめられた一連の論文随筆でした。その後、大学での構造
講義や唐招提寺金堂保存修理などを担当して、構造のしくみを構造の専
門家以外に説明する機会が多くなり、構造を身近に感じてもらい、数式
を使わないで感覚で解き明かすことを模索した結果、力感論に至りまし
た。
　横尾先生の力感論は重力が主たる対象ですが、棚橋先生は地震などの
水平力に対するサイズ効果を論じておられます。両先生の構造センスと
ユニークな着眼に改めて驚かされます。
　建築学会は「建築に関する学術･技術･芸術の進歩発達をはかり、もっ
て社会に貢献することを目的とする」と謳っています。日本の建築は主
に研究者（学術）、エンジニア（技術）とデザイナー（芸術）の 3者が
担当し、それに社会が加わります。震災のたびに、エンジニアの社会性
が問われ、分かりやすいコミュニケーションの欠如が指摘されます。他
者の共感を得るにはまず理解してもらうことが必要です。新しい気付き
と理解は感動を生み、共感へとつながります。
　 ｢でっかいものはすごいぞ」特集の小論が、読者と選考委員の皆様か
ら評価いただいたのは、サイズの問題を60年以上前の力感論で解き明か
す試みに感動、共感されたものと喜んでおります。
　ありがとうございました
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